
 

若年性認知症：本人交流会 

第１回「笑っとこぐみ」の報告 

若年性認知症ご本人の居場所つくり・ご本人の声を聞き実践できるそんな会を作りたい

と、長良川以北の地域包括支援センターが中心になり、疾患センター・家族の会と協力し

ながら始まった「「「「笑っとこぐみ」笑っとこぐみ」笑っとこぐみ」笑っとこぐみ」の第１回が３月１０日に行われました。 

ご本人と一緒に参加された方が３人・介護家族も含め、２５名ほどの参加。 

まずギターが弾けるご本人の伴奏で、３～４曲歌いました。 

 

各テーブルで、ご本人家族や介護家族の話を包括や疾患センター・また市民病院の犬塚

先生とお話ができましましましました。た。た。た。包括の方も日頃は、かなり進んでからの介護家族と話す機会は

ありますが、ご本人と話す機会は少なく、遠慮気味。犬塚先生も、こんなに長くお話を聞

く機会は診察などではない。大変貴重な時間だったと感想を話されていました。参加され

たご本人も家族も、また、参加したいという発言があり、手探りの始まりでしたが、手ご

たえがあったのではないかと思います。 



 

ご本人は、これからどうなるかを心配されていましたが、今を楽しく大切な時間にして

いってほしいと、犬塚先生も話されました。 

 

来年度（４月）からは、第４土曜日１３時から１５時までになります。やれることをた

くさん探しながら、ご本人参加型の会になることを期待したいと思います。 

（報告：山田） 

 

参加者の声参加者の声参加者の声参加者の声    

（ご本人)：認知症になったばかり。何をしたらいいのか、どうすればいいのか分からない。 

何かがあってそこに入っていくほうが入りやすい。 

 

（介護者・夫)：生活・家

事から離れた何かがあっ

てもいい。趣味みたいな

楽しめる事があって、合

うものが見つかればいい。 

（介護者・妻）：本人に意

欲がなくなっている。一

緒にこれるといいと思う。 

（介護者・妻）：遠慮しな

いで何でも聞いてほしい。

本人同士だけではなく、

いろいろ話せるといい。

何かしないといけないと

思うと負担になる。 

（介護者・妻）：先生とこ

んなに話せることがなか

った。良かった。 

 

次回は４月４月４月４月 27272727 日（土）日（土）日（土）日（土） 

総会と重なってしまいま

した（残念） 

5 月からは、家族の会

もまた協力させてもらい

ます。 


